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1.　はじめに

　持続可能社会の実現には石油資源に頼らない再生可能なバイ
オプラスチックの利用が必須であり，近年注目度が高まってい
る1）。特に，ポリ乳酸は最も産業的に成功しているバイオプラ
スチックの一つであり，シェールガス採掘時に岩盤のひび割れ
を固定化する分解性プラスチックとして利用されるなど，徐々
に用途開発が進んでいる。そのほかに，植物由来セルロース類
やその他の多くの微生物産生高分子からなるバイオプラスチッ
クがある2）。しかし，現存のバイオプラスチックのほとんどは
柔軟な高分子からなり，耐熱温度や力学強度が低く，主に使い
捨て材料として使用されてきたにすぎない。例えばポリ乳酸の
ガラス転移温度は60℃程度であり，工業用プラであるポリカー
ボネートのガラス転移温度（おおよそ150℃）と比較しても遥
かに低い。そこで，ステレオコンプレックス化やケナフなどの
補強剤を添加することで軟化温度を上げる努力がなされてきた
が，いずれの方法を用いても分子レベルでのガラス転移温度の
上昇は極めて難しい。一方，耐熱性を向上させるためには，芳
香環などの剛直な成分を導入する方法が有効である。高耐熱性
であるエンジニアリングプラスチック（エンプラ）には，ポリ

カーボネート，ポリエーテルエーテルケトン，ポリフェニレン
スルフィド，LCPなどの一般生活に深く関わりのあるものか
ら，ザイロンTM，ケブラー TM，アピカルTM級のスーパーエン
プラまで各種あるが，その殆ど全てが芳香族系物質から構成さ
れている。中でも，スーパーエンプラには芳香環に加えてヘテ
ロ環が含まれていることが多い3）。
　もし高耐熱で軽量なバイオプラスチックが得られれば，その
用途として自動車などの運送機器の部品が想定され，その軽量
化に貢献できると考える。自動車は 2 万点以上もの部品から構
成されているが，エンジン周り用のポリアミド系材料の生産量
は，エンプラ総生産量の 1 位，2 位を占めている。これら高分
子材料は金属に比べて軽く，リサイクル可能であることから，
車体軽量化や温室効果ガス排出量削減につながる材料として注
目されており，金属部品の代替材料として採用が進んでいる。
またハイブリッド型自動車や電気自動車では，エンジンから
モーターへの転用により，高分子系部品へ要求される耐熱温度
が下がり，今後ますます樹脂への代替が加速すると考えられる。
　そのような中，筆者らは超高性能ポリマーの構造的特徴であ
る高い芳香環含有率に注目し，バイオ分子を出発物質として高
性能ポリマーを得る方法を数年間検討してきた。そのような中，
筆者らは，植物の細胞壁などの構造材料として活用されている
ポリフェノール系の芳香族系多官能性物質に注目し，その重合
法の開発などを行ってきた4-6）。同時に，ヘテロ環形成反応に
関する知見も積み重ねてきた7）。特に，イタコン酸のマイケル
付加反応8-9）や桂皮酸の光二量化10）などの化学的手法を取り入
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